
雲海に輝く矢大臣山







本　町地区

上遠野　洸（再）

菖蒲谷地区

矢内　雅人（再）

中　通地区

佐　　次男（再）

反　町地区

吉田ユキ子（再）

仲　町地区

遠　　桂子（再）

横　町地区

渡邊　秀明（再）

平　舘地区

渡邊フヂエ（再）

荒　町地区

大内　　　（再）

大　八地区

先崎恵美子（新）

小野赤沼地区

村上　浩靖（再）

谷津作Ⅱ地区

太田　幸江（再）

谷津作Ⅰ地区

村上　　昭（新）

飯豊中地区

長窪新一郎（再）

飯豊上地区

野　周子（新）

皮籠石地区

村　　淳（再）

雁股田地区

荻野　和美（再）

会
　
長

副
会
長

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
付
け

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
改
選

に
よ
り
三
十
二
名
（
新
任
六
名
、

再
任
二
十
六
名
、
う
ち
主
任
児
童

委
員
二
名（
再
任
））
の
方
々
が
厚

生
労
働
大
臣
及
び
福
島
県
知
事
よ

り
委
嘱
さ
れ
、
十
二
月
九
日
役
場

議
場
に
お
い
て
、
町
長
よ
り
委
嘱

状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

今
後
三
年
間
、
町
や
地
域
の
社

会
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々
の

ご
労
苦
に
紙
上
よ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）



浮金下地区

生天目　守（再）

浮金上地区

橋本　セツ（再）

吉野辺地区

板橋　　肇（再）

飯豊下地区

鈴木　春市（新）

夏井下地区

吉田　貞雄（再）

夏井上地区

平野　信代（再）

小野山神地区

國分　英郎（再）

小戸神地区

郡司　良幸（再）

塩庭二区地区

吉田ヤヨエ（再）

塩庭一区地区

草野　典子（再）

湯　沢地区

橋本　　薫（新）

南田原井地区

石井　秋榮（新）

小野町地区

石井けい子（再）

小野町地区

小島　文子（再）

和名田地区

吉田　勝二（再）

上羽出庭地区

二瓶　芳子（再）

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、身
近

な
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童
に
関

す
る
事
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
の

問
題
に
対
し
、
社
会
福
祉
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
や
情

報
の
提
供
を
行
い
、
的
確
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
行

政
機
関
・
施
設
・
団
体
な
ど
へ
の

連
絡
役
や
問
題
解
決
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は

委嘱状交付式





 

 





感謝祭で友人のライヤさんと



任
期
満
了
（
平
成
十
七
年
三
月
二

十
二
日
）
に
よ
る
町
長
選
挙
が
、
十

二
月
二
日
開
催
の
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
三
月
八
日
（
火
）

平
成
十
七
年
三
月
十
三
日
（
日
）

◎
選
挙
人
名
簿
の
登
録

今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
左
記
の

要
件
を
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

登
録
基
準
日

平
成
十
七
年
三
月
七
日

転
　
入

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
に

転
入
届
を
済
ま
せ
、
平
成
十
七
年
三

月
七
日
現
在
、
引
き
続
き
三
ヵ
月
以

上
町
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

の
方
で
す
。

新
有
権
者

昭
和
六
十
年
三
月
十
四
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
十
七
年
三
月
十
三
日

現
在
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
町
に
居

住
し
て
い
る
方
で
す
。

◎
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

今
回
登
録
さ
れ
る
方
々
の
名
簿
を

左
記
に
よ
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

三
月
八
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

縦
覧
場
所

小
野
町
役
場
（
総
務
課
内
）

◎
立
候
補
届
出
等
に

関
す
る
説
明
会

立
候
補
届
出
及
び
選
挙
運
動
等
に

関
す
る
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
十
七
年
二
月
八
日（
火
）

午
前
十
時

場
所

小
野
町
役
場

二
階
（
総
務
委
員
会
室
）

公
職
選
挙
法
を
守
り
、
違
反
の
な

い
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
課
内
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

七
二
―
二
一
一
一

新
年
を
迎
え
、
今
年
も
火
災
を
始

め
と
す
る
災
害
の
な
い
よ
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

家
庭
や
職
場
な
ど
で
防
火
に
対
す

る
心
構
え
を
新
た
に
し
、
火
災
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

特
に
、
年
始
は
来
客
な
ど
で
火
気

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、
外
出
の

機
会
な
ど
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

火
の
元
や
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

平成16年成人式から



物件の位置図





受賞者の皆さん



氏　　名　　　 父　・　母 行 政 区

二瓶　晃輔(こうすけ) 忠　明・律　子　谷 津 作

田　大翔(ひろと) 裕　一・美千代　谷 津 作

田　美里(みさと) 裕　一・美千代　谷 津 作

大千里拓真(たくま) 一　男・智　恵　飯 豊 上

平川　達也(たつや) 達　憲・千　絵　飯 豊 上

白土　梨奈(りな) 健　一・多美子　湯　　沢

常恒　楓奈(ふうな) 和　弘・佐由理　塩庭二区

氏　　　名　　　年齢　　行 政 区

大　橋　正　　　　８６　　本　　町

坪　井　キ　ミ　　８２　　本　　町

小　泉　道　子　　８２　　仲　　町

根　本　英　雄　　５０　　仲　　町

先　　　フヂイ　　９６　　大　　八

北　嶋　ミ　ツ　　９０　　荒　　町 　

遠　　　要　一　　５６　　中　　通

樽　井　　　松　　８９　　平　　舘

根　本　リ　ツ　　８８　　飯 豊 下

宗　像　ヱ　イ　　８９　　飯 豊 下

佐　藤　市　郎　　８０　　湯　　沢

常　恒　包　吉　　８８　　塩庭二区

（11月届出分）

新年明けましておめでとうございます。
一説に正月とは、「魂が若返り、新しくなる

月」だそうで、精神が改まった月とも言えます。
ただし、「リセット」ではないことにご注

意。昨年お世話になった人・事柄に感謝しつ
つ、自分の行いを反省した上で、ということ
が語意に含まれるのではないでしょうか。
本年もさらによい年でありますよう・・・。

（松）

 

●組合加入でない方は、便利な口座振替で

平成16年12月1日

の人口については、

福島県の人口統計公

表日の関係上、2月

号でお知らせいたし

ます。


